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 英・仏語では concordat、ドイツ語では Konkordat と表記される。語源たる





ス 2 世と神聖ローマ皇帝ハインリヒ 5 世との間で結ばれたものであるので、
フランスと直接の関係はない。 




















13 以下 3-1 については、特別に注を付さない限り、『新カトリック大事典 第 3 巻』（研
究社、2002）の「政教条約」の項を参照（pp. 593-595）。 
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20 ボベロ自身は、「個人の信仰を重視するライシテ」と「宗教組織に協調的なライシテ」


















 以上、concordat と laïcité という語の意味を確認してきた。これまでの議論
を基に、本稿の主題である「コンコルダのライシテ」について言及し、次章
へ移ることにする。 
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